
11　 2013年11月14日発行　伊達市議会だよりvol.32

【
調
査
結
果
】

　

次
期
一
般
選
挙
に
お
け
る
議
員
定

数
は
現
状
維
持
の
26
名
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
常
任
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
改
選
後
の
議
会
か
ら
現
在
の
４

委
員
会
を
３
委
員
会
に
再
編
し
、
新

た
に
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
次
期
改
選
期
以
降
の
議
員

定
数
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市
政
の

状
況
や
震
災
等
か
ら
の
復
興
の
推
移

を
見
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
削
減
す

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

【
理　
　

由
】

　

調
査
の
中
で
は
、
将
来
の
定
数
は

22
名
が
適
当
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
多
数
を
占
め
た
が
、
次
期
改
選
か

ら
２
名
削
減
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
ま
た
、多
数
の
委
員
か
ら
、

放
射
能
災
害
か
ら
の
復
興
や
相
馬
福

島
道
路
の
開
通
に
伴
う
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
、
自
治
組
織
な
ど
市
と
市
民

と
の
協
働
の
関
係
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
や
、
議
会
の
活

性
化
、
議
会
の
組
織
（
委
員
会
）
の

あ
り
方
な
ど
、
市
民
に
分
か
り
や
す

い
議
会
を
め
ざ
す
議
会
改
革
を
先
行

す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
当

面
、
議
員
定
数
は
現
状
維
持
に
す
べ

き
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

調
査
の
中
で
は
、
現
在
の
４
委
員

会
を
３
委
員
会
に
す
る
こ
と
で
、
今

後
、
事
務
局
体
制
の
充
実
を
図
り
、

政
策
立
案
や
議
会
と
し
て
条
例
制
定

を
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

議
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
委

員
会
採
決
を
考
慮
す
れ
ば
、
最
低
７

名
が
理
想
で
、
市
議
会
レ
ベ
ル
の
審

査
量
か
ら
し
て
、
３
委
員
会
が
限
度

と
考
え
ら
れ
る
。
21
名
に
議
長
１
名

の
22
名
が
現
状
で
判
断
で
き
る
議
員

定
数
で
あ
り
、
改
選
後
は
３
委
員
会

に
再
編
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
た
。
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会

の
設
置
に
関
し
て
は
、
全
議
員
が
、

審
査
に
関
わ
る
こ
と
で
、
議
員
間
で

の
討
論
が
活
発
に
な
り
、
議
会
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
か
ら
設
置

す
べ
き
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
今
後
も
引
き
続
き
議
員
定

数
を
含
め
、
議
会
活
性
化
に
向
け
た

議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
の
意

見
で
委
員
全
員
が
一
致
し
た
。

　平成18年合併時、81人の議員でスタートした伊達市でしたが、第１回選挙の定員30人、第２回選
挙の定員26人で現在に至っております。来年４月の市議会議員選挙は、平成23年の地方自治法改正
で議員定数の上限が撤廃になって初の選挙になります。地方分権が進む中、議会の役割はますます
大きくなり、議員定数は議会制民主主義の根幹に関わる問題です。
　特別委員会では、議会基本条例第22条に基づき、行政改革の視点のみでなく、市政の現状と課
題、将来の予測と展望、人口、面積、財政力、議員報酬及び類似市との比較など、６月27日から８
月20日まで６回の委員会を開催し、調査・研究を重ね、８月26日に議長に報告し、９月定例会で承
認されました。

  

【
議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
】

　

時
間
は
す
べ
て
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
み

な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
11
月
18
日（
月
）

　

１
班
（
梁
川
小
学
区
）

　
　
　

 

梁
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

２
班
（
山
舟
生
小
学
区
）

　
　
　

 

山
舟
生
林
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　

３
班
（
富
野
小
学
区
）

　
　
　

 

富
野
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

４
班
（
大
枝
小
学
区
）

　
　
　

 

東
大
枝
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　

５
班
（
伊
達
小
学
区
）

　
　
　

 

伊
達
学
習
交
流
館

●
11
月
19
日（
火
）

　

１
班
（
柱
沢
小
学
区
）

　
　
　

 

柱
沢
公
民
館

　

２
班
（
富
成
小
学
区
）

　
　
　

 

富
成
公
民
館

　

３
班
（
掛
田
小
学
区
）

　
　
　

 

山
戸
田
中
央
集
会
所

　

４
班
（
大
石
小
学
区
）

　
　
　

 

霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

５
班
（
保
原
小
学
区
）

　
　
　

 

保
原
中
央
公
民
館

●
11
月
20
日（
水
）

　

５
班
（
石
田
小
学
区
）

　
　
　

 

石
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

１
班
（
小
手
小
学
区
）

　
　
　

 

小
手
小
学
校

○
11
月
28
日
㈭
午
前
10
時
に
招
集
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議会議員定数に関する特別委員会委員長 齋藤和人

１
班

佐
々
木
彰

熊
田
昭
次

佐
々
木
英
章

原
田
建
夫

八
巻
善
一

２
班

佐
藤　

実

菅
野
富
夫

菅
野
喜
明

小
野
誠
滋

半
澤　

隆

３
班

清
野
公
治

大
條
一
郎

大
橋
良
一

滝
澤
福
吉

佐
藤　

勲

４
班

松
本
善
平

中
村
正
明

菊
地
邦
夫

大
和
田
俊
一
郎

高
橋
一
由

５
班

安
藤
喜
昭

菅
野
與
志
昭

佐
藤
直
毅

丹
治
千
代
子

齋
藤
和
人

◎
12
月
定
例
議
会
の
予
定



　

伊
達
市
議
会
の
情
報
を
お
伝
え
す

る
、
手
段
の
一
つ
で
あ
る
、「
議
会

だ
よ
り
」
を
議
会
広
報
委
員
会
で
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
市
民
の
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
か

と
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
が
30
号
か
ら
は
表
紙
の
写
真

が
伊
達
市
内
の
寺
社
を
特
集
し
、
発

行
日
も
二
週
間
短
縮
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
は
紙
面
の
構

成
を
変
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
読
み
や
す
く
、
情
報
が
伝
わ
る
紙

面
を
目
指
し
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彰
）

　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　

議
会
広
報
委
員
会
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　■

発
行
　
議
会
広
報
委
員
会

〒
960-0692　福

島
県

伊
達

市
保

原
町

字
舟

橋
180番

地（
伊

達
市

役
所

本
庁

舎
）

　☎
024-575-1217　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　http://w
w
w
.city.date.fukushim

a.jp/　
　
　 印

刷
・
製
本
／
阿
喜
印
刷
所

　スマートグリッド通信インタフェースとは、市の公共施設や学校・市庁舎において、電力使用管理システ
ム（EMS）を用いて、電力の使用量を自動的に抑え、節電や電気料金の節約に繋げる事業のことです。
　伊達市では全部で33カ所の拠点施設に導入される予定です。これらの施設は、本庁にあるオペレーション
ルームで、インターネットによりそれぞれ、電力使用量を制御することができます。市役所の本・分庁舎や
保原小学校の大規模拠点施設、中規模拠点施設は、コンピューターで蛍光灯のオンオフなどがコントロール
できます。
　また、小規模な小学校などの小規模拠点施設については、使用電力の制御はできませんが、現在の使用電
力を表示させ、省エネルギー教育を行うためのエネルギーの視える化機器の整備を行います。
　この設備の導入により、最大電力使用量で決まる電気の基本料金を抑えるピークカットを行うことがで
き、試算では年間の電気料金をおよそ1200万円節約することが可能になります。

スマートグリッド通信インタフェース導入事業とは

佐
藤
直
毅 

委
員

大
條
一
郎 

委
員

佐
々
木
彰 

副
委
員
長

佐
藤
　
実 

委
員
長

中
村
正
明 

委
員

菅
野
喜
明 

委
員

※
こ
れ
以
外
の
案
件
等
は
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

等

　
　
　
　
　

案

　
　
　
　
　

議

　
　
　
　
　

号　
　
　
　
　

番
名　
　
　
　

席
員　
　
　
　

議
議　
　
　
　

議案第105号
平成24年度伊達市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

議案第132号
工事請負契約の締結について

議案第133号
工事請負契約の締結について

議案第134号
工事請負契約の締結について

請願第10号
「今秋の消費税引き上げ決定に反対する意見書」
の提出を求める請願書

請願第12号
「集団的自衛権に関する憲法解釈を変更すること
に反対する意見書」の提出を求める請願書

議会議員定数に関する特別委員会の報告　　
議会議員定数に関する特別委員会の報告について

１ 

菅
野　

喜
明

○

●

●

●

●

●

○

２ 

佐
藤　

直
毅

○

○

○

○

●

●

○

３ 

丹
治
千
代
子

○

○

○

○

○

○

○

４ 

大
和
田
俊
一
郎

○

○

○

○

●

●

○

５ 

菊
地　

邦
夫

○

○

○

○

●

●

○

６ 

佐
々
木　

彰

○

○

○

○

●

●

○

７ 

大
橋　

良
一

○

○

○

○

●

●

○

８ 

小
野　

誠
滋

○

○

○

○

●

●

○

９ 

佐
藤　
　

実

○

○

○

○

●

●

○

10 

大
條　

一
郎

○

○

○

○

●

●

○

11 

菅
野
與
志
昭

○

○

○

○

●

●

○

12 

中
村　

正
明

○

●

●

●

○

●

●

13 

安
藤　

喜
昭

○

○

○

○

●

●

○

14 

高
橋　

一
由

○

●

●

●

●

●

○

15 

熊
田　

昭
次

○

○

○

○

●

●

○

16 
清
野　

公
治

○

○

○

○

●

●

○

17 
佐
々
木
英
章

●

○

○

○

○

○

○

18 

菅
野　

富
夫

●

○

○

○

○

○

○

19 

原
田　

建
夫

○

○

○

○

●

●

○

20 

半
澤　
　

隆

○

○

○

○

●

●

○

21 

滝
澤　

福
吉

○

○

○

○

●

●

○

22 

八
巻　

善
一

○

●

●

●

○

●

○

23 

松
本　

善
平

○

○

○

○

●

●

○

24 

佐
藤　
　

勲

○

○

○

○

●

●

○

25 

齋
藤　

和
人

○

○

○

○

●

●

○

26 

吉
田　

一
政

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

賛
成
：
反
対

賛
成
23

反
対
２

賛
成
21

反
対
４

賛
成
21

反
対
４

賛
成
21

反
対
４

賛
成
５

反
対
20

賛
成
３

反
対
22

賛
成
24

反
対
１

議
決
結
果

可
決

可
決

可
決

可
決

不
採
択

不
採
択

承
認

９
月
定
例
会
賛
否
一
覧
表


